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環境事務所への配属が決定。自然保護官
として2年間、日光国立公園の管理に従事
しました。
我が国の国立公園は、日本を代表する
優れた自然の風景地で、その数は全国に
34箇所、すべての土地が国有地ということ
ではなく、民有地を含みます。その素晴らし
い自然景観だけでなく、昔から人々が生活
してきた歴史や文化も含めて価値として認
められ、指定されているのが日本の国立公
園ならではの特徴です。地域によって状況
や課題が全く違っているため、その国立公
園に即した適正な管理や利用を推進して
いかなくてはなりません。
日光国立公園は歴史も古く、地域の方か
らの整備の要望や鳥獣被害対策など事務
所に期待されることも多いなか、私は主に
国立公園の開発行為に対する許認可や、地
域の方と公園の協働管理の仕組みづくりな
どに携わりました。人が生活している地域
も多く含まれるため、開発行為の申請の量
も膨大です。申請内容によっては、そのまま
では許可できないものもありますが、その
内容をあたまから否定するので
はなく、国立公園の価値を損ね
ないような開発のあり方を地域
の方と一緒に考えていきます。
国立公園とはいえ人の生活と共
存するなかで成り立っているも
のなので、その地域の方に寄り
添った対応が求められます。ま
た、住んでいる方が多ければそ
の声も様々です。すべての要望
を叶えられるわけではなく長期

国立公園の
土台を支える仕事

環境省に自然系の技術職で採用された
職員は「レンジャー」と呼ばれていて、多岐
にわたって自然環境行政に関わる業務を
行っています。具体的には国立公園などの
保護地域の指定や管理、外来種対策や野
生鳥獣の保護、ペット動物の愛護、自然と
触れ合うための施設の整備などです。私は
元々自然に興味があり、人と自然とのより
良い関係をどのように築いていくのかなど
の仕組みを考え、つくり出していけるとこ
ろにレンジャーとして働く魅力を感じ、環
境省へ入省、主に全国の国立公園の保護
管理等に従事しています。何よりも自然の
中で働けるということが私にとっては一番
の魅力で、現場において自然や人、その土地
の文化との出会いはかけがえのないもの
で、やりがいも多く楽しい仕事です。

● 地域との信頼関係を築く
業務の性質上、全国の国立公園などの
現場を担当することになることは承知のう
えで入省したので、地方への転勤に対して
の不安はそこまでありませんでした。どの
くらい大変なのかはやってみなければわか
らないし、その時になったらやるしかない、
そんな気持ちで迎えた入省2年目、日光自然
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的に取り組む問題も多いため、じっくりと時
間をかけて地域と信頼関係を築くことの大
切さを痛感した赴任期間でした。
● 裁量を得て、やりがいも大きく
2000m級の山々が連なる日光国立公園
に続いて配属されたのは、日本海に面する
海岸線を中心とした山陰海岸国立公園。
海の公園に行けると知った時は心が躍り
ました。鳥取県にある浦富自然保護官事務
所では、許認可のほか、施設整備や環境教
育活動等、幅広く業務にあたりました。最
初の2年間は一人体制でしたが、その分、
やるべき事を自分の目で判断して、自分の
裁量で行えるようになり、責任感が増して
やりがいも大きくなりました。最初は新し
い赴任先で不安を感じましたが、地域の方
は優しく何かと気にかけてくれ、自然と仲
間が増えていく環境に、とても幸せを感じ
ました。3年目には現地採用のアクティブ・
レンジャーが赴任、その採用活動に関われ
たことも良かったです。
私にとっての転勤とは、「現場と制度を
つなぐこと」だと思っています。本省で決め

ちびっ子レンジャー育成中、大人気イベント

た制度や方針を、そのまま四角四面で当て
はめるのではなく、その地域にいるからこ
そ地域のみなさんとよく話してよりよい方
法で実行し、それを制度にフィードバック
する。その地域を一番よく知っているのは
自分だし、自分にしかできないことを自分
のやり方で実践できるのは本当に楽しい
です。その結果地域も制度も両方良くでき
るのであればなおさら、やりがいのある仕
事だと実感しています。
転勤によって出会った人と別れること
は、心引き裂かれる思いですが、それは地
域の人とつながり、その地域の自然を楽し
むという現場での根本のミッションを達成
した証拠でもある思うので、その寂しさ自体
が幸せな経験なのかもしれません。

現在は本省の自然環境局国立公園課で、

国立公園の利用促進やプロモー
ション業務を担当しています。国立
公園の最大の目的は保護と利用を
好循環させることですが、1930年代
に日本初の国立公園が誕生してか
ら、経済成長の中で開発の波から自
然を守るべく、これまで保護に力を
入れてきました。しかし近年、日本の
国立公園がそこで大事にされてきた
自然資源や生活文化を活用して、い
かに世界水準のナショナルパークと
して地域活性化に資することができ

るか、そのためにいま国立公園はどうある
べきなのか、改めて考え、取り組もうという
局面に入っています。その中で私は、例えば
スノーケリングやバックカントリースキー、
はたまた農業体験まで、その国立公園なら
ではの体験をとりまとめ、国内外へ戦略的
に発信するなどの利用促進の取組に携わ
り、現場の業務とは全く違った勉強の日々
を過ごしています。ただ、地方を経験してい
るからこそ、地域の温度感や雰囲気を想像
することができますし、あの地域のために
なるなら！というモチベーションにつな
がっているので、現場を離れても自信を
持って仕事ができると感じています。
国立公園はその地域によってそれぞれ
の魅力があり、課題や状況も様々です。今
後もいろいろな地域で、レンジャーとして
さらに経験を積んでいけることは楽しみで
す。しかしながら将来、ライフイベントを迎
えた時にどう行動していくか、その兼ね合
いにはまだまだ悩むことも多いので、そこ
は今後の課題なのかなと思います。
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現場で身に付けた
肌感覚を大切に

女性職員への

メッセージ

人事課からの
メッセージ

転勤の意義や必要性について
どのように考えていますか。

運用上の課題はありますか。

Q.Q.

Q.Q.

Q.Q.

A.A.

転勤に関して、組織としてどのよう
な配慮・工夫を行っていますか。

毎年度、全職員を対象に人事異動
等に関する意向を聴取し、特に

転勤に関しては可能な限り本人の意向を
考慮することに努めています。
また、転勤の打診についても、本人に
対して早期に行い、職員の負担軽減を
図っています。

A.A. 霞が関での勤務では実感しづらい現場意識の醸成や、地域還元、
地域へ貢献する意識を育むことができる
点だと考えています。

A.A. 地方に配置する職員を幅広い年次から輩出する必要がありますが、
中間層の転勤はライフステージの都合上
難しくなる傾向があり、継続的な人員配置
に苦慮しています。
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